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1 . 策 定 の 背 景

鳥 取 県 大 山 町 で は 、 人 口 減 少 お よ び 少 子 高 齢 化 の 進 行 に よ り 、 町 内 産 業 の 担 い 手 不

足 や 域 内 経 済 規 模 の 縮 小 が 顕 著 と な っ て い ま す 。 そ の 結 果 、 税 収 減 に よ る 行 政 サ ー

ビ ス の 低 下 の み な ら ず 、 生 活 に 必 要 な 民 間 サ ー ビ ス の 維 持 も 困 難 な 状 況 に あ り ま す 。

こ れ は 、 地 域 住 民 の み で 地 域 を 維 持 し て い く こ と が 難 し く な っ て い る こ と を 示 し て

お り 、 域 外 か ら の 交 流 人 口 や 関 係 人 口 の 獲 得 が 急 務 と な っ て い ま す 。 さ ら に 、 こ れ

ら の 交 流 人 口 や 関 係 人 口 が 、 将 来 的 に は 移 住 へ と つ な が る よ う な 仕 組 み の 構 築 も 視

野 に 入 れ て い ま す 。

こ の よ う な 状 況 を 踏 ま え 、 観 光 を 一 つ の 手 段 と し て 位 置 づ け 、 観 光 振 興 に よ る 域 外

か ら の 消 費 獲 得 を 通 じ て 地 域 経 済 の 成 長 を 促 進 し 、 地 域 住 民 の 生 活 の 質 の 向 上 に 資

す る こ と を 目 指 し て い ま す 。

2 . 策 定 の 目 的

本 ビ ジ ョ ン は 、 大 山 町 が 観 光 振 興 に 取 り 組 む に あ た っ て の 基 本 理 念 や 、 観 光 地 域 と

し て の あ る べ き 姿 お よ び 将 来 像 を 示 す と と も に 、 そ の 実 現 に 向 け て 達 成 す べ き 目 標

等 を 定 め る も の で す 。 あ わ せ て 、 幅 広 い 関 係 者 が 観 光 地 域 づ く り に 対 す る 理 解 を 深

め 、 一 体 と な っ て 取 り 組 む た め の 羅 針 盤 と し て 策 定 す る も の で す 。

ま た 、 関 係 者 そ れ ぞ れ の 役 割 を 明 確 化 し 、 関 係 者 間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 円 滑

化 ・ 活 性 化 を 図 る と と も に 、 地 域 内 外 の 事 業 者 や 企 業 、 団 体 等 が そ れ ぞ れ の 強 み を

活 か し て 連 携 し 、 町 民 も 参 画 し た 協 働 に よ る 観 光 ま ち づ く り を 推 進 し て い く こ と を

目 的 と し て い ま す 。

序章 観光振興ビジョン策定について
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4 . 計 画 期 間

本 ビ ジ ョ ン は 2 0 2 6 年 度 （ 令 和 8 年 度 ） か ら 2 0 3 3 年 度 （ 令 和 1 5 年 度 ） の 8 年 間 と

し ま す 。 ま た 国 の 政 策 や 観 光 を 取 り 巻 く 環 境 の 大 き な 変 化 に 合 わ せ て 、 適 宜 見 直

し を 想 定 し て い ま す 。
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3 . 策 定 の 位 置 付 け

本 ビ ジ ョ ン は 、 第 3 次 大 山 町 総 合 計 画 等 の 上 位 計 画 に 基 づ き 、 大 山 町 が 目 指 す ま ち

づ く り 「 わ く わ く 楽 し い 未 来 に つ な が る ま ち ～ 人 と 人 、 人 と 自 然 が 紡 ぐ 豊 か さ

～ 」 を 、 観 光 の 側 面 か ら 実 現 す る た め の 基 本 計 画 と し て 位 置 付 け る も の で す 。

あ わ せ て 、 関 連 す る 各 分 野 の 計 画 と の 整 合 を 図 る と と も に 、 関 係 省 庁 、 鳥 取 県 お

よ び 関 係 機 関 の 計 画 等 に つ い て 調 査 を 行 い 、 大 山 町 に お け る 観 光 産 業 と の 関 連 性

や 位 置 関 係 を 整 理 し た 上 で 、 本 ビ ジ ョ ン の 策 定 お よ び 今 後 の 施 策 検 討 の 参 考 と し

ま す 。 策 定 し た ビ ジ ョ ン に 基 づ き 、 中 期 的 実 行 計 画 で あ る 観 光 振 興 基 本 計 画 の 策

定 を 進 め て い き ま す 。

内容 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033

第3次大山町総合計画

大山町観光振興ビジョン

 ※今回策定

大山町観光振興基本計画

※2026年中に策定

第５次観光立国推進計画 2026～2030

2026～2033

2026～2033

2026～2029（第1期） 2030～2033（第2期）
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5 . 大 山 町 の 観 光 振 興 の 目 的

人 口 減 少 に 伴 う 地 域 経 済 の 縮 小 に 対 し 、 観 光 振 興 を 通 じ て 域 外 か ら の 交 流 人 口 及 び

消 費 を 取 り 込 み 、 持 続 可 能 な 地 域 経 済 の 基 盤 を 構 築 す る と と も に 、 観 光 に よ る 活 力

を 地 域 内 に 循 環 さ せ る こ と で 、 住 民 の 生 活 の 質 の 向 上 と 地 域 へ の 誇 り の 醸 成 を 目 指

し ま す 。

（ 1 ） 観 光 消 費 の 産 業 別 波 及 効 果

宿 泊 業 や 飲 食 業 に と ど ま ら ず 、 農 林 水 産 業 、 商 工 業 、 交 通 、 サ ー ビ ス 業 な ど 幅 広 い

分 野 に 効 果 を 及 ぼ し 、 雇 用 の 創 出 や 地 域 産 業 の 付 加 価 値 向 上 に つ な が り ま す 。

序章 観光振興ビジョン策定について
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（ 2 ） 観 光 交 流 人 口 拡 大 の 経 済 効 果（20 23年）

定 住 人 口 1 人 当 た り の 年 間 消 費 額 （ 1 3 5 万 円 ） は 、 旅 行 者 の 消 費 に 換 算 す る と 外 国 人

旅 行 者 約 6 人 分 、 国 内 旅 行 者 （ 宿 泊 ） 約 2 1 人 分 、 国 内 旅 行 者 （ 日 帰 り ） 約 7 1 人 分 に

相 当 し ま す 。
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1 . 国 の 政 策

（ 1 ） 第 5 次 観 光 立 国 推 進 基 本 計 画 （ 2 0 2 6 年 － 2 0 3 0 年 ）

こ の 基 本 計 画 に お い て は 、 観 光 が 地 域 経 済 ・ 日 本 経 済 の 発 展 を リ ー ド す る 戦 略 産 業 で

あ る と の 認 識 の も と 、 日 本 の 魅 力 ・ 活 力 を 次 世 代 に も 持 続 的 に 継 承 ・ 発 展 さ せ て い く

観 光 の 実 現 に 向 け て 、 「 観 光 の 持 続 的 な 発 展 」 「 消 費 額 拡 大 」 「 地 方 誘 客 促 進 」 「 観

光 と 交 通 ・ ま ち づ く り と の 連 携 強 化 」 「 新 技 術 の 活 用 ・ 本 格 展 開 」 を 施 策 の 方 向 性 と

し て 、 観 光 政 策 を 推 進 す る こ と と し て い ま す 。

第1章 大山町の現状と課題

6

施策の柱

インバウンドの受入れと住民生活の質の確保との両立

国内交流・アウトバウンド拡大

観光地・観光産業の強靱化

■局所的・地域的に生じている混雑・マナー違反等の個別課題への対応

■地方誘客を進めるための広域的な体制の整備

■地方誘客及び消費拡大に効果の高い観光コンテンツの充実

■地方部への交通ネットワークの機能強化

■休暇の分散・旅行需要の平準化

■関係人口の創出や二地域居住の促進

■国内・海外旅行の需要喚起に向けた機運醸成

■観光復興に向けた再生支援

■持続可能性を高めるためのインバウンド市場・観光コンテンツの多様化

■観光DX、省力化投資等による生産性向上
■健全な競争環境の整備

■ユニバーサルツーリズムなど多様なニーズへの対応

目標

観光立国推進基本計画（第5次）の主な施策と目標

※赤字は2024実績

新たな基本計画の目標（案） 【2030年】 【2025 実績】

１.観光客の受入れと住民生活の質の確保との両立に取り組む地域数【新】 100地域 47地域

２.訪日外国人旅行者数 6,000万人 4,268万人

３.訪日外国人旅行者に占めるリピーター数【再設定】 4,000万人 2,761万人

４.訪日外国人旅行消費額 15兆円 9.5兆円

５.訪日外国人旅行消費額単価 25万円 22.9万円

６.訪日外国人旅行者の地方部における延べ宿泊者数【再設定】 1.3億人泊 5,873万人泊

７.国際会議の開催件数 アジア最上位、世界5位以内 アジア最大開催国､世界７位

８.国内旅行消費額 30兆円 26.8兆円

９.日本人の地方部延べ宿泊者数 3.2億人泊 3.0億人泊

10.日本人の海外旅行者数 過去最高値(2,008万人)超え 1,473万人

11.宿泊業が創出した付加価値額【新】 6.8兆円 4.3兆円

　＜観光地・観光産業の強靱化＞

　＜インバウンドの受入れと住民生活の質の確保との両立＞

　＜国内交流・アウトバウンドの拡大＞
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（ 2 ） 『 日 本 版 持 続 可 能 な 観 光 ガ イ ド ラ イ ン （ J S T S - D ） 』

「 日 本 版 持 続 可 能 な 観 光 ガ イ ド ラ イ ン （ Ｊ Ｓ Ｔ Ｓ － Ｄ ） 」 は 、 持 続 可 能 な 観 光 の 推

進 に 資 す る べ く 、 各 地 方 自 治 体 や 観 光 地 域 づ く り 法 人 （ Ｄ Ｍ Ｏ ） 等 が 多 面 的 な 現 状

把 握 の 結 果 に 基 づ き 、 持 続 可 能 な 観 光 地 マ ネ ジ メ ン ト を 行 う た め の 観 光 指 標 で す 。

指 標 は 観 光 客 の 入 込 人 数 や 消 費 額 な ど 経 済 的 な 側 面 だ け を 対 象 と す る も の で は な

く 、 観 光 地 の 運 営 に 地 域 住 民 の 意 見 を 反 映 し て い る か 、 地 域 の 自 然 や 文 化 的 資 源 の

保 護 計 画 が 策 定 さ れ て い る か 、 危 機 管 理 は 的 確 に な さ れ て い る か な ど 、 経 済 、 文 化 、

環 境 、 住 民 そ れ ぞ れ の 広 範 な 分 野 に 及 び 、 各 項 目 は S D G ｓ の 1 7 の 目 標 と も 連 動 し

て い ま す 。

本 ビ ジ ョ ン に お い て も 、 ガ イ ド ラ イ ン の 考 え 方 に 基 づ い て 計 画 を 策 定 す る こ と に よ

り 、 大 山 町 に お け る 持 続 可 能 な 観 光 地 域 づ く り を 推 進 し て い き ま す 。

第1章 大山町の現状と課題
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持続可能な観光振興に必要な項目

C 文化的サスティナビリティ

　Ｃ１　文化遺産の保護

　Ｃ２　有形文化遺産

　Ｃ３　無形文化遺産

　Ｃ４　地域住民のアクセス権

　Ｃ５　知的財産

　Ｃ６　文化遺産における旅行者の管理

　Ｃ７　文化遺産における旅行者のふるまい

　C８　観光資源の解説

D 環境のサスティナビリティ

　Ｄ１　自然遺産

　Ｄ２　自然遺産における旅行者の管理

　Ｄ３　自然遺産における旅行者のふるまい

　Ｄ４　生態系の維持

　Ｄ５　野生生物の保護

　Ｄ６　動物福祉

　Ｄ７　省エネルギー

　Ｄ８　水資源の管理

　Ｄ９　水質

　Ｄ１０　排水

　Ｄ１１　廃棄物

　Ｄ１２　温室効果ガスの排出と気候変動の緩和

　Ｄ１３　環境負荷の小さい交通

　Ｄ１４　光害

　Ｄ１５　騒音

A 持続可能なマネジメント

　Ａ１    観光地経営戦略と実行計画

　Ａ２　観光地経営の責任

　Ａ３　モニタリングと結果の公表

　Ａ４　観光による負荷軽減のための財源

　Ａ５　事業者における持続可能な観光への理解促進

　Ａ６　住民参加と意見聴取

　Ａ７　住民意見の調査

　Ａ８　観光教育

　Ａ９　旅行者意見の調査

　Ａ１０　プロモーションと情報

　Ａ１１　旅行者の数と活動の管理

　Ａ１２　計画に関する規制と開発管理

　Ａ１３　適切な民泊運営

　Ａ１４　気候変動への適応

　Ａ１５　危機管理

　Ａ１6　感染症対策

B 社会経済のサスティナビリティ

　Ｂ１　観光による経済効果の測定

　Ｂ２　ディーセント・ワークと雇用機会

　Ｂ３　地域事業者の支援と公正な取引

　Ｂ４　コミュニティへの支援

　Ｂ５　搾取や差別の防止

　Ｂ６　地権と使用権利

　Ｂ７　安全と治安

　Ｂ８　多様な受入環境整備
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2 . 世 界 の 観 光 動 向

2 0 2 4 （ R 6 ） 年 の 世 界 全 体 の 国 際 観 光 客 数 は 1 4 億 4 , 5 0 7 万 人 （ 前 年 比 1 0 . 7 ％ 増 ） と

な り 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 前 の 2 0 1 9 （ R 1 ）  年 水 準 ま で 回 復 し て お り 、

今 後 も 順 調 に 増 加 す る と 予 測 さ れ て い ま す 。

第1章 大山町の現状と課題
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３ . 日 本 の 観 光 動 向

（１）日本人延べ旅行者数（2 0 1 5 - 2 0 2 4）

2 0 2 4 ( R 6 ) 年 の 国 内 旅 行 者 数 は 、 宿 泊 旅 行 、 日 帰 り 旅 行 と も に 2 0 1 9 ( R 1 ) 年 を 下

回 っ て い ま す 。 旅 行 者 の 志 向 の 変 化 や 人 口 減 少 か ら 、 国 内 市 場 に お い て は 、 量 で は

な く 、 多 様 化 し た 旅 行 者 を い か に 獲 得 す る か が 問 わ れ て い ま す 。
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（ ２ ） 訪 日 外 国 人 旅 行 者 数 （ 2 0 1 5 - 2 0 2 4 ）

2 0 2 4 ( R 6 )年の訪日外国人旅行者数は3 , 6 8 7万人に達し、2 0 1 9 ( R 1 )年を大きく上回

りました。旅行者数の国・地域別の構成は韓国2 4％、中国1 9％、台湾1 6％、米国

7％、香港7％の順となっており、旅行消費額の国・地域別の構成では、中国2 1％、

台湾1 3％、韓国1 2％、米国1 1％、香港8％の順となっています。外 国 人 延 べ 宿 泊 者

数 の 約 7 割 が 三 大 都 市 圏 に 集 中 す る な ど 、 都 市 部 ・ 地 方 部 の 格 差 は 拡 大 し て い ま す 。

第1章 大山町の現状と課題
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（ ３ ） 旅 行 消 費 額 の 推 移 （ 2 0 1 5 - 2 0 2 4 ）

2 0 2 4 （ R 6 ） 年 の 日 本 人 及 び 訪 日 外 国 人 旅 行 者 に よ る 日 本 国 内 に お け る 旅 行 消 費 額

は 約 3 4 . 3 兆 円 で す 。 こ の 内 訪 日 外 国 人 旅 行 者 消 費 額 は 約8 . 1 兆 円 で 、 過 去 最 高 と

な っ て い ま す 。 財 務 省 貿 易 統 計 で 発 表 さ れ た 産 業 別 の 輸 出 額 で は 、 1 位 の 自 動 車 に 次

ぐ 2 位 の 額 に 位 置 し て い ま す 。

（万人）

（兆円）
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4 . 鳥 取 県 の 観 光 動 向

（ １ ） 宿 泊 者 数 及 び 来 訪 者 数 の 推 移 （ 2 0 1 6 - 2 0 2 4 ）

2 0 2 4 （ R ６ ） 年 の 鳥 取 県 の 日 本 人 延 べ 宿 泊 者 数 は 、2 0 1 9 （ R 1 ） 年 の コ ロ ナ 禍 前 の

水 準 に は 届 い て い な い が 、 対 前 年 比 で も ３ 割 程 度 上 回 る な ど 、 順 調 に 回 復 し て い ま

す 。
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（ ２ ） 訪 日 外 国 人 宿 泊 者 数 （ 2 0 1 6 - 2 0 2 4）

2 0 2 4 （ R 6 ） 年 の 鳥 取 県 の 外 国 人 延 べ 宿 泊 者 数 は ピ ー ク の 2 0 1 9 （ R 1 ） 年 の 6 3 . 3 ％ 。

特 に 香 港 3 6 . 0 ％ 、 韓 国 4 1 . 6 ％ と 運 休 の 影 響 も あ り コ ロ ナ 禍 後 の 回 復 は 遅 れ て い ま す 。

（人） （人）

（人）

※ 従 業 員 1 0 以 上 の 施 設 の 宿 泊 者 対象
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5 . 大 山 町 の 観 光 動 向

（ １ ） 宿 泊 者 数 及 び 来 訪 者 数 の 推 移 （ 2 0 1 6 ‐ 2 0 2 4 ）

コロナ禍期間中はマイクロツーリズム（近場需要）や自然体験型観光のニーズの増加

により、他地域観光地よりは落ち込みは少なかったが、宿泊者数は宿泊施設の休業・

廃業等の影響もあり、来訪者と比較してコロナ禍後の需要の戻りは遅れています。

第1章 大山町の現状と課題
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（ ２ ） 月 別 の 宿 泊 者 数 及 び 来 訪 者 数 の 推 移 （ 2 0 2 1 ‐ 2 0 2 3 ）

1月、2月はスキー、５月はＧＷ、８月は夏休み（合宿、家族旅行）で宿泊客は増加、

1 0月、1 1月は行楽・紅葉シーズンで来訪者は多いが、宿泊にはつながっていません。

来 訪 者 数宿 泊 者 数

（人）

（人）

（人）
（人）

（人） （人）
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（ ３ ） 大 山 登 山 者 数 の 推 移（2 0 1 7 ‐ 2 0 2 4）

コロナ禍後は順調に回復しているが、日帰り客の増加が見られます。少子高齢化によ

る国内登山人口の長期的な減少が続く中で、インバウンドによる日本の山岳地帯への

関心は高まっています。

第1章 大山町の現状と課題
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（ ４ ） だ い せ ん ホ ワ イ ト リ ゾ ー ト 入 込 人 数 ＆ 営 業 日 数 （ 2 0 1 3 ‐ 2 0 2 5 ）

降 雪 に よ る 変 動 は 大 き い が 、 直 近 で も 1 0 万 人 を 超 え る 集 客 を 誇 り 、 地 域 経 済 へ の

イ ン パ ク ト は 少 な く あ り ま せ ん 。

（人）

（人） （日）
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（ ５ ） 観 光 消 費 額 の 推 移 （ 2 0 1 6 ‐ 2 0 2 3 ）

宿 泊 者 数 の 減 少 の 影 響 に よ り 、 観 光 消 費 額 は 減 少 し て い ま す 。

第1章 大山町の現状と課題
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（千円）
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（ ６ ） S W O T 分 析

各 種 調 査 結 果 の 評 価 を 基 に 、 大 山 町 の 観 光 を 取 り 巻 く 状 況 と 課 題 を 客 観 的 に 把 握 し 、

戦 略 的 な 施 策 を 導 き 出 す こ と を 目 的 に 、 S W O T 分 析 を 行 い ま し た 。

本 ビ ジ ョ ン で は 、 強 み で あ る 自 然 ・ 文 化 資 源 を 核 に 、 「 滞 在 価 値 の 不 足 」 と い う 弱

み を 補 い 、 持 続 可 能 な 観 光 地 経 営 へ 転 換 し て い き ま す 。

第1章 大山町の現状と課題
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強み（Strengths） 弱み（Weakness）

 大山信仰の歴史によって守られてきた文化・自然

環境や、 その恵みとしての食文化・水などの豊富

な資源

・信仰文化により保護され、形成された豊かな自然

　環境

・滞在を伴う特徴的な歴史・文化体験

・自然・歴史・文化によって育まれた大山ならでは

　の食文化や水

地域の魅力を存分に感じられる宿泊施設や観光客の

周遊につながる コンテンツが少なく、廃屋等もある

ため滞在時間が短い

・地域の魅力を体現した宿泊施設が不足しており、

　宿泊につながらない

・訪問者の周遊につながるコンテンツが少なく、景

　観を妨げる施設等が散見される

・スキーシーズンなどの季節偏重

内

的

要

因

好循環 悪循環

強み（Strengths） 弱み（Weakness）

・山、島、海の豊かな自然と神話・山岳信仰が根

　付く「大山隠岐国立公園」に位置している

・日本遺産に登録（日本最古の神山としての地蔵

　信仰が育んだ日本最大の牛馬市）

・山、島、海に囲まれた豊かな自然と多彩なアウ

　トドアアクティビティ

・アウトドア直営店の出店

・クルーズ客船寄港（境夢みなとターミナル）

・郊外観光地での脆弱なアクセス網

・観光の柱の1つであるスキー場利用者の減少

・消費活動を促進する仕掛け不足（イベントも同様）

・県内観光資源のイメージに偏りがあり、認知度が

　不足している

・観光振興に対する住民と事業者の理解

・宿泊環境の整備不足（夜に営業している食事箇所

　が少ない、宿泊施設のキャパシティー不足やリ

　ニューアルがなされていない等）

・観光事業者の後継者不足

・観光における季節繁閑差が大きい

機会（Opportunity） 脅威（Threat）

・持続可能な観光への機運上昇

・円安、訪日外国人需要増

・新たな旅行トレンド（体験、アウトドア、マイ

　クロツーリズム等）

・アドベンチャーツーリズムの発展

・行政による需要喚起等の終了

・原材料高騰・人手不足等による企業活動への影響

・少子高齢化、労働人口の減少

・観光客のモラル低下及び歴史、伝統文化等への価

　値理解不足

・近隣市町村の観光振興

外

的

要

因

内

的

要

因

出典：環境省中国四国地方環境事務所

『大山隠岐国立公園大山蒜山地域 利用の高付加価値化に向けた基本構想』

出典：一般社団法人大山観光局作成資料
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ア ン ケ ー ト 分 析
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(B) 満足度スコア(A) 総合スコア

(C) 地域への関心・経験 (D) イメージ

出典 ：株式会社JTB総合研究所

調査名 ： JTB地域パワーインデックス

調査方法 ：インターネット調査

調査対象者：全国/15～79歳男女

サンプル数：47 ,863

調査期間 ：2025年2月～4月
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1 . ビ ジ ョ ン （ 案 ）

未来へつなぐ大山の恵み

～住まう人と訪れる人が

ともに価値を育てる地域へ～

大 山 町 は 、 国 立 公 園 ・ 大 山 を 有 し 、 海 と 山 が 隣 接 す る 、 全 国 で も 稀 有 な 自 然 環 境 に

恵 ま れ た 地 域 で す 。

海 ・ 山 ・ 里 を め ぐ る 水 の 循 環 は 、 豊 か な 自 然 と 人 々 の 暮 ら し を 育 み 、 「 大 山 の 恵

み 」 と し て 、 食 や 文 化 、 景 観 な ど 多 様 な 魅 力 を 形 づ く っ て き ま し た 。

本 町 で は 、 こ れ ら の 地 域 資 源 を 守 り 、 活 か し 、 磨 き 上 げ る こ と で 観 光 の 付 加 価 値 を

高 め 、 観 光 を 町 の 基 幹 産 業 へ と 成 長 さ せ ま す 。 さ ら に 、 観 光 を 入 り 口 と し て 訪 れ る

人 々 と の 関 係 性 を 深 め 、 交 流 人 口 や 滞 在 人 口 の 拡 大 を 図 る と と も に 、 域 外 か ら の 消

費 を 取 り 込 み 、 地 域 内 で の 経 済 循 環 を 創 出 し ま す 。

ま た 、 住 ま う 人 と 訪 れ る 人 が 相 互 に 関 わ り 合 い な が ら 地 域 の 魅 力 を 高 め て い く こ と

で 、 多 様 な 主 体 が 連 携 し 、 価 値 を 育 み 続 け る 好 循 環 を 生 み 出 し ま す 。

こ れ に よ り 、 暮 ら し と 観 光 が 調 和 す る 持 続 可 能 な 地 域 づ く り を 推 進 す る と と も に 、

自 然 と 文 化 の 魅 力 を 次 世 代 へ 継 承 し 、 地 域 が 誇 れ る 観 光 の か た ち を 確 立 す る こ と を 、

大 山 町 観 光 振 興 の 将 来 像 と し ま す 。

第2章 大山町観光の目指すもの（ビジョン）

16

未来へつなぐ大山の恵み～住まう人と訪れる人がともに価値を育てる地域へ～
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2 . 基 本 方 針

基 本 方 針 ① 地 域 資 源 の 磨 き 上 げ

―  自 然 ・ 歴 史 ・ 暮 ら し と 食 の 魅 力 を 、 未 来 へ 引 き 継 ぐ 価 値 へ ―

大 山 町 が 誇 る 自 然 、 歴 史 、 文 化 、 暮 ら し に 加 え 、 豊 か な 食 は 、 本 町 の 個 性 で あ り 、

次 の 世 代 に 残 す べ き 大 切 な 財 産 で す 。 こ れ ら の 地 域 資 源 を 守 り な が ら 適 切 に 活 用 し 、

体 験 や 物 語 と し て 磨 き 上 げ る こ と で 、 訪 れ る 人 に と っ て の 価 値 を 高 め 、 地 域 経 済 を

支 え る 力 へ と つ な げ て い き ま す 。

ま た 、 地 域 の 食 や 生 業 を 含 め た 資 源 を 大 切 に 使 い 続 け る こ と は 、 未 来 に 誇 れ る 風 景

と 文 化 を 残 す と と も に 、 持 続 可 能 な 観 光 地 と し て 歩 み 続 け る 基 盤 と な り ま す 。

基 本 方 針 ② 情 報 発 信 の 強 化

―  想 い と 価 値 が 正 し く 伝 わ る 観 光 へ ―

大 山 町 の 魅 力 は 単 な る 景 観 や 施 設 だ け で な く 、 人 々 の 営 み や 地 域 に 根 付 く 想 い に こ

そ 宿 っ て い ま す 。 地 域 資 源 の 背 景 や 物 語 を 丁 寧 に 伝 え 、 「 誰 に ・ 何 を ・ ど の よ う に

届 け る か 」 を 明 確 に し た 戦 略 的 な 情 報 発 信 を 行 い ま す 。 共 感 を 生 む 情 報 発 信 は 、 大

山 町 を 選 ん で 訪 れ る 人 を 増 や し 、 リ ピ ー タ ー や 関 係 人 口 の 創 出 に つ な が り ま す 。

基 本 方 針 ③ 受 入 環 境 の 整 備

―  住 ま う 人 と 訪 れ る 人 が と も に 恵 み を 分 か ち 合 う 観 光 地 へ ―

観 光 が 地 域 に 根 付 き 、 持 続 し て い く た め に は 、 訪 れ る 人 に と っ て の 快 適 さ と 、 暮 ら

す 人 に と っ て の 暮 ら し や す さ の 両 立 が 欠 か せ ま せ ん 。 交 通 、 案 内 、 宿 泊 、 食 、 災 害

対 応 な ど の 受 入 環 境 を 整 え 、 多 様 な 来 訪 者 が 安 心 し て 滞 在 で き る 観 光 地 づ く り を 進

め ま す 。 同 時 に 、 過 度 な 混 雑 や 地 域 負 担 を 抑 え 、 住 民 生 活 と の 調 和 を 図 る こ と で 、

観 光 が 歓 迎 さ れ 続 け る 地 域 を 目 指 し ま す 。

基 本 方 針 ④ 住 民 参 画 に よ る 観 光 ま ち づ く り と 人 材 育 成 ・ 担 い 手 づ く り

―  観 光 を 支 え 、 未 来 を つ く る 人 を 育 て る ―

持 続 可 能 な 観 光 地 づ く り の 中 心 に あ る の は 「 人 」 で す 。 観 光 に 関 わ る 事 業 者 や 担 い

手 の 育 成 を 進 め る と と も に 、 外 部 人 材 や 意 欲 あ る 事 業 者 の 誘 致 を 図 り 、 地 域 内 外 の

多 様 な 人 材 が 連 携 し な が ら 、 質 の 高 い サ ー ビ ス や 体 験 を 提 供 で き る 体 制 を 整 え ま す 。

ま た 、 子 ど も や 若 者 が 地 域 の 仕 事 や 大 人 の 働 く 姿 に 触 れ 、 観 光 を 通 じ て 地 域 に 関 わ

る 機 会 を 広 げ る こ と で 、 将 来 の 担 い 手 や 関 係 人 口 の 育 成 に つ な げ て い き ま す 。

第2章 大山町観光の目指すもの（ビジョン）
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３ . 重 点 施 策

基 本 方 針 ① 地 域 資 源 の 磨 き 上 げ

―  自 然 ・ 歴 史 ・ 暮 ら し と 食 の 魅 力 を 未 来 へ 引 き 継 ぐ 価 値 へ ―

重 点 施 策 1 大 山 な ら で は の 体 験 価 値 創 出 （ 高 付 加 価 値 化 ）

・ 自 然 、 信 仰 、 歴 史 、 暮 ら し を 核 に し た 体 験 型 観 光 の 造 成

・ 少 人 数 ・ 予 約 制 ・ ガ イ ド 付 き 体 験 の 推 進

・ 国 内 外 の 高 付 加 価 値 旅 行 者 を 意 識 し た 商 品 設 計

重 点 施 策 2 通 年 型 観 光 の 推 進 と 地 域 資 源 の 保 全 ・ 利 活 用 の 両 立

・自然・文化資源の利用ルールづくり

・過度な利用を抑制する仕組み（予約制・分散化）

・ 環 境 保 全 活 動 と 観 光 利 用 の 連 動

重 点 施 策 3 食 ・ 物 産 を 通 じ た 地 域 価 値 の 可 視 化

・ 地 元 食 材 ・ 加 工 品 を 活 か し た 食 体 験 お よ び メ ニ ュ ー 開 発

・ ス ト ー リ ー を 持 つ 物 産 ・ 土 産 品 の 開 発

・ 観 光 体 験 と 連 動 し た 購 買 動 線 の 構 築

重 点 施 策 ４ 海 と 山 を つ な ぐ 周 遊 観 光 の 推 進

・ 海 岸 エ リ ア と 大 山 エ リ ア を 結 ぶ モ デ ル ル ー ト 整 備

・ 二 次 交 通 ・ レ ン タ サ イ ク ル 等 の 活 用 促 進

・ 周 遊 型 観 光 商 品 の 造 成 支 援

基 本 方 針 ② 情 報 発 信 の 強 化

―  想 い と 価 値 が 正 し く 伝 わ る 観 光 へ ―

重 点 施 策 1 タ ー ゲ ッ ト を 明 確 に し た 戦 略 的 情 報 発 信

・ 国 内 外 タ ー ゲ ッ ト 別 の 発 信 内 容 ・ 媒 体 整 理

・ 季 節 ・ 時 間 帯 ・ 滞 在 ス タ イ ル に 応 じ た 情 報 設 計 （ 通 年 観 光 の 推 進 ）

・ 大 山 観 光 局 （ D M O ） を 中 心 と し た 発 信 の 一 元 化

・観光DXを活用したターゲット分析と効果的なプロモーションの実施

重 点 施 策 2 「 大 山 」 を 核 と し た 観 光 ブ ラ ン ド 戦 略 の 推 進

・「大山＝信仰と自然の聖地」などブランドコンセプトの明確化

・大山エリア共通のストーリー・プロモーション素材整備

・広域で統一した情報発信・誘客施策の展開

重 点 施 策 3 旅 前 ・ 旅 中 ・ 旅 後 を つ な ぐ 情 報 提 供

・ 事 前 の 期 待 醸 成 、 滞 在 中 の 地 域 内 回 遊 促 進

・ 滞 在 後 の フ ォ ロ ー （ 再 訪 ・ 口 コ ミ 促 進 ）

・ デ ー タ を 活 用 し た 改 善 サ イ ク ル 構 築

・ A I・データ分析を活用した観光マーケティングとサービス改善の推進

第2章 大山町観光の目指すもの（ビジョン）
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大山町
海抜0ｍ から 1,729ｍのまち

基 本 方 針 ③ 受 入 環 境 の 整 備

―  住 ま う 人 と 訪 れ る 人 が と も に 恵 み を 分 か ち 合 う 観 光 地 へ ―

重 点 施 策 1 快 適 で 分 か り や す い 受 入 環 境 の 整 備

・ 交 通 ・ 案 内 ・ 多 言 語 対 応 の 充 実

・ デ ジ タ ル と ア ナ ロ グ の 併 用 に よ る 案 内 強 化

・スマート観光案内（A I翻訳・デジタルマップ等）の導入促進

重 点 施 策 2 宿 泊 ・ 滞 在 環 境 の 質 的 向 上

・ 宿 泊 施 設 の 魅 力 向 上 ・ 高 付 加 価 値 化

・ 連 泊 ・ 長 期 滞 在 を 促 す 環 境 整 備

・ 平 日 ・ 閑 散 期 の 受 入 体 制 強 化

・予約・決済・顧客管理等のDX推進による宿泊サービス向上

重 点 施 策 3 住 民 生 活 と 調 和 し た 観 光 地 づ く り

・ 混 雑 対 策 ・ マ ナ ー 啓 発

・ 災 害 ・ 危 機 管 理 対 応 の 強 化

・ 住 民 の 理 解 と 参 画 を 促 す 仕 組 み づ く り

・リアルタイム混雑情報やデータ活用による持続可能な観光管理の推進

基 本 方 針 ④ 住 民 参 画 に よ る 観 光 ま ち づ く り と 人 材 育 成 ・ 担 い 手 づ く り

―  観 光 を 支 え 、 未 来 を つ く る 人 を 育 て る ―

重 点 施 策 1 観 光 人 材 の 育 成 と ス キ ル ア ッ プ

・ ガ イ ド ・ 接 客 ・ マ ネ ジ メ ン ト 人 材 育 成

・外部人材や専門人材の受入・活用による人材育成の高度化

・ 若 者 ・ 女 性 ・ 移 住 者 の 活 躍 支 援

・観光DX・A I活用に対応した人材育成とデジタルスキル研修の充実

重 点 施 策 2 住 民 参 画 に よ る 観 光 ま ち づ く り と 次 世 代 育 成

・住民・事業者・関係団体が主体的に参画できる体制を構築

・ 子 ど も ・ 若 者 の 観 光 参 画 機 会 創 出

・ 学 校 ・ 地 域 と 連 携 し た 学 び の 場 づ く り

・ 将 来 の 担 い 手 ・ 関 係 人 口 の 育 成

重 点 施 策 3 官 民 連 携 ・ 推 進 体 制 の 強 化

・ 行 政 ・ 大 山 観 光 局 （ D M O ） ・ 事 業 者 の 役 割 明 確 化

・ デ ー タ に 基 づ く 観 光 地 経 営 （ D M O 機 能 強 化 ）

・外部事業者の参入促進と持続的な推進体制の構築、財源の確保

・観光データ基盤整備とA I活用による観光地経営の高度化

第2章 大山町観光の目指すもの（ビジョン）
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大山町
海抜0ｍ から 1,729ｍのまち

4 . 重 点 戦 略 プ ロ ジ ェ ク ト

4 つ の 重 点 事 項 （ ① 大 山 寺 地 域 観 光 推 進 、 ② 海 と 山 の 連 関 を 活 か し た 海 ・ 里 地 域 の

活 性 化 、 ③ マ ウ ン テ ン リ ゾ ー ト 戦 略 、 ④ イ ン バ ウ ン ド 戦 略 ） を 、 本 ビ ジ ョ ン の 重 点

戦 略 プ ロ ジ ェ ク ト の 軸 と し て 位 置 づ け 、 具 体 的 な 施 策 を 検 討 し て い き ま す 。

第2章 大山町観光の目指すもの（ビジョン）
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①大山寺地域観光推進  

【検討項目】
・大山寺地区の観光資源の再評価・活用
・住民参加型まちづくりとの連動
・歴史・文化・信仰ツーリズムの整理と動線設計

③マウンテンリゾート戦略

【検討項目】
・スキー場周辺の観光環境整備（宿泊、交通、食）
・地域内の連携強化（宿・飲食・交通）
・グリーンシーズン対策（コンテンツ開発）
・インバウンド対応・高付加価値化の方針策定

④インバウンド戦略

【検討項目】
・訪日外国人向けサービス設計（翻訳・多言語対応）
・地域プロモーションと旅行代理店連携
・アドベンチャーツーリズムを軸とした誘客戦略
・山陰インバウンド機構との連携

②海と山の連関を活かした海・里地域の活性化

【検討項目】
・観光未開拓地域（海・里）での魅力創出と収益化
・産業・自然体験と観光の融合
・空き家等資源の観光利用



大山町
海抜0ｍ から 1,729ｍのまち

1 . 目 標 設 定 （ K G I / K P I ）

本 ビ ジ ョ ン の 実 現 に 向 け て 、 次 の と お り 、 8 つ の 指 標 に お け る 数 値 目 標 を 設 定 し ま す 。

※ 各 調 査 は 一 般 社 団 法 人 大 山 観 光 局 （ D M O ） に て 実 施

第3章 ビジョンの実現に向けて
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2 .  タ ー ゲ ッ ト

鳥 取 県 お よ び 山 陰 イ ン バ ウ ン ド 機 構 の 重 点 タ ー ゲ ッ ト と 連 動 し 、 明 確 な タ ー ゲ ッ ト

設 定 に 基 づ き 、 市 場 ご と の 特 性 に 応 じ た 誘 客 施 策 を 推 進 し 、 競 合 地 域 と の 差 別 化 を

図 り ま す 。

< 国 内 誘 客 >  発 地 別 観 光 入 込 客 の 約 ４ 割 を 占 め る 近 畿 地 方 ・ 中 国 地 方 お よ び 鳥 取 ・

米 子 と 空 路 で 結 ば れ る 首 都 圏 、 高 速 道 路 の 利 便 性 向 上 に よ る 九 州 、 中 部 地 方 。

< 海 外 誘 客 >  米 子 空 港 お よ び 近 隣 空 港 に 定 期 便 が 就 航 し 、 発 地 別 観 光 入 込 客 の 約 7 割

を 占 め る 韓 国 、 台 湾 、 中 国 、 香 港 。

< 高 付 加 価 値 旅 行 者 >  長 期 滞 在 傾 向 に あ り 、 高 付 加 価 値 旅 行 の 需 要 が 高 い ア メ リ カ 、

イ ギ リ ス 、 フ ラ ン ス 等 の 欧 米 圏 の 市 場 を 視 野 に 、 国 内 外 の ハ イ エ ン ド 層 。

【アンケート調査を基に設定した大山町の重点ターゲット層】

出 典 ： 一 般 社 団 法 人 大 山観 光 局 調 査 名 ： 国 内 需 要 調 査 調 査 方 法 ： イ ン タ ー ネ ッ ト調 査 調 査 対 象 者 ： 東 京 都 、

大 阪 府 、 岡 山 県 、 広 島 県、 福 岡県 /20 ～ 6 0 代 男 女 サ ン プ ル 数 ： 2 , 000 調 査 期 間 ： 2 0 2 4 年 1 1 月

種別 指標
2019年

（R1）実績

2023年

（R5）実績

2029年

（R11）目標

2033年

（R15）目標

KGI 　観光消費額（億円） 48 41 70 80

　観光入込客数（人） 1,014,272 857,751 1,000,000 1,000,000

　延べ宿泊者数（人） 75,260 37,073 60,000 80,000

　内）訪日外国人宿泊者数（人） - - 6,000 16,000

　1人当たり観光消費額（円） 28,925 32,648 35,000 40,000

　リピーター率（％） - - 60 60

　観光客満足度（％） - - 70 80

　町民満足度（％） - - 70 80

KPI



大山町
海抜0ｍ から 1,729ｍのまち

3 . 関 係 機 関 団 体 と の 連 携 に よ る 推 進 体 制

目 標 の 実 現 に 向 け 、 行 政 、 大 山 観 光 局 （ D M O ） を 中 心 に 、 観 光 関 連 団 体 ・ 事 業 者 、

農 林 漁 業 、 商 工 団 体 ・ 自 営 業 者 、 町 民 ・ N P O 、 飲 食 ・ 物 産 事 業 者 ・ 団 体 、 教 育 ・ 研

究 機 関 、 金 融 機 関 な ど 、 町 内 の 多 様 な 主 体 の 連 携 を 図 り 、 ビ ジ ョ ン に 掲 げ た 施 策 を

推 進 し ま す 。

第3章 ビジョンの実現に向けて
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来訪者
役割：価値の享受者・評価者

・観光資源やサービスを体験・消費する主体
・満足度や口コミ、SNS発信を通じて地域の評価を形成
・マナー遵守や地域文化への理解を通じ、持続可能性に貢献

行政
役割：基盤整備者・ルール形成者

・観光政策の策定、制度設計、規制・調整
・インフラ整備（道路、公共交通、景観、防災など）
・公平性・公共性・中長期視点の確保

事業者
役割：価値提供者・経済活動の担い手

・観光サービス・商品を開発・提供
・雇用創出、地域経済の循環を担う
・品質向上や連携（横断的商品造成）への取り組み

住民
役割：生活者・地域文化の担い手

・地域の日常や文化、風景を形成する存在
・観光への理解・受容が地域の持続性を左右
・観光活動への参画（ガイド、イベント、意見表明など）

DMO
役割：戦略司令塔・調整役

・マーケティング（データ分析、ターゲット設定）
・地域資源の磨き上げと商品造成の統合
・来訪者・住民・事業者・行政をつなぐハブ
・ブランド管理と持続可能な観光設計

各 主 体 の 役 割

連携・協力

事業者

おもてなし
交流人口の増加

魅力ある
観光地うくり

地域活性化

観光政策



大山町
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１ . 財 源 の 検 討

大 山 町 が 本 ビ ジ ョ ン に 沿 っ て 、 持 続 的 な 観 光 地 と し て 発 展 し て い く た め に は 、 安 定

的 か つ 継 続 的 に 活 用 で き る 観 光 予 算 の 新 設 が 不 可 欠 で す 。 一 部 の 市 町 村 に お い て は 、

宿 泊 者 に 課 さ れ る 法 定 外 目 的 税 で あ る 宿 泊 税 の 導 入 が 進 ん で お り 、 受 入 環 境 の 充 実 、

効 果 的 な 情 報 発 信 、 観 光 資 源 の 魅 力 向 上 等 、 観 光 振 興 を 通 じ た 地 域 経 済 の 活 性 化 に

資 す る 財 源 と し て 期 待 さ れ て い ま す 。 今 後 、 税 収 入 の 増 加 に よ る 財 政 面 で の 好 循 環

を 創 出 す べ く 、 地 域 の 実 情 に 応 じ た 適 切 な 税 額 や 使 途 の 透 明 性 の 確 保 、 そ の 運 用 等、

今後の財源のあり方について検討をしていきます。

❖ 法 定 外 目 的 税 の 創 設 ※ 市 町 村 税 の み

法 定 外 目 的 税 は 、 2 0 0 0 年 に 地 方 分 権 一 括 法 に よ っ て 地 方 税 法 の 改 正 が 行 わ れ た

こ と に よ り 新 た に 創 設 さ れ た も の で す 。 初 の 法 定 外 目 的 税 と し て は 、 2 0 0 1 年 ７ 月

に 山 梨 県 河 口 湖 町 で 釣 り 客 に 対 し て 課 税 す る 遊 漁 税 が 導 入 さ れ ま し た 。 そ の 後 、

2 0 0 2 年 1 0 月 に は 東 京 都 で 初 め て 宿 泊 税 が 導 入 さ れ ま し た 。 法 定 外 目 的 税 の 創 設

に よ り 、 多 く の 自 治 体 で 、 法 定 外 目 的 税 を 設 計 し 導 入 す る 動 き が 高 ま っ て い ま す 。

第４章 財源と持続的運営
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出典：観光庁 観光地域づくり法人（DMO）における自主財源開発手法ガイドブック

観光財源となる地方税

エリア 都道府県が導入 市町村が導入

北海道 1 北海道 16
倶知安町、ニセコ町、赤井川村、札幌市、小樽市、釧路市、北見市、網走市、
旭川市、帯広市、函館市、富良野市、音更町 、占冠村、留寿都村、新得町

東北 1 宮城県 2青森県弘前市、宮城県仙台市

関東 1 東京都 2栃木県那須町、神奈川県湯河原町

中部 1 長野県 10
静岡県熱海市、愛知県常滑市、長野県軽井沢町、白馬村、阿智村、岐阜県高山
市、下呂市、岐阜市、石川県金沢市、三重県鳥羽市

関西 1 大阪府 1京都府京都市

中国四国 1 広島県 1島根県松江市

九州 1 福岡県 4福岡県福岡市、北九州市、長崎県長崎市、熊本県熊本市

宿泊税導入自治体（予定含む 2025/12/31現在）
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